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1 969年10月有機塩素系いもち病防除剤による水稲の薬害－97－

6）肉眼的に黄変が明らかでなくても，散布葉では葉7）散布4日～7日後の呼吸量は，無散布にくらべ高

緑素含量が低下し，とくにクロロフィルbの減少が著るい。
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有機塩素系いもち病防除剤による水稲の薬害

奈須田和彦・月田豊・菅正道（福井県農業試験場）
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薬害調査は散布3～7日後と成熟期に行なった。なお薬

害の程度は肉眼観察によって，黄変程度を一：無，±：

やや黄変(不明瞭)，＋：黄変，＋+：明らかに黄変，舟：

黄変が箸るしい，冊：黄変がはなはだしいの6階級にわ

けた。生育調査は8月20日に行ない，収孟は60株の精玄

米重を測定した。

試験結果試験結果は第1表に示したが，これによ

ると，薬害発生の程度はPCMN粉剤>CBA粉剤>PCB

A粉剤の順に葉身の黄変がみられた。散布時期は，3回

散布の場合穂孕期十穂揃期十穂揃7日後＞分けつ期2回

十穂孕期であったが，’回散布では穂ばらみ期＞穂揃期

＝穂揃7日後であった。

桿長は穂孕期～穂揃7日後の3回散布の場合,PCBA

粉剤はや上長い傾向があったが,CBA,PCMN粉剤は

短かくなる傾向があった。また穂長，穂数にはいずれの

薬剤も差がなかった。収量は各粉剤とも散布時期・回数

をとわずいずれも減収し，とくにPCMNの後期散布が

著しかった。

2散布量・散布回数との関係

試験方法福井農試病虫課ほ場でホウネンワセ（出

穂期7月24日）を用い,PCBA粉剤を10aあたり3kg,

6kg,また散布時期を変えて共立ミゼットダスターに

て散布した。薬害調査は8月13日，8月20日に行なっ

I緒言

筆者らは非水銀系いもち病防除剤のPCBA剤を1965年

初めてほ場試験に供したとき，水稲の下葉の枯れ上がり
15〕

を助長する場合もあることを観察したが，全国的にはま

ったく問題とならなかった。しかし，その後北陸地区の

石川県．富山県でも福井県と同じような現象を観察して

いる。そこで昭和43年北陸地域における連絡試験の一環

として，農薬の種類，散布時期，窒素施用量，品種など

と薬害発生との関係につき試験を実施し，さらに散布に

伴なうクロロフィル含量の変化を測定した。クロロフィ

ル含逓測定については京都大学農学部福富雅夫氏のご教

示をいただいた。記して感謝の意を表する。

Ⅱ試験方法と結果

1農薬の種類・散布時期との関係

試験方法福井市寮町の一般幾家ほ場でホウネンワ

セ（出穂期7月23日，田植5月8日，農家慣行栽培法）

を用い，有機塩素系薬剤としてPCBA粉剤3%,PCMN

粉剤4%,CBA粉剤3%を供試した。散布時期は分け

つ期（7月12日，7月16日)，穂孕期（7月20日)，穂揃

期（7月27日)，穂揃7日後（8月3日）とし，共立ミ

ゼットダ・スターにて各粉剤を10aあたり4kg散布した。
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ンワセは薬害が顕著であったが，晩生のキンバ・マンリ

ョウには薬害はゑられなかった。

収量についてば1区制ではあるが，ホウネンワセの

PCMN粉剤散布区はいずれも減収した。しかしマンリ

ョウではほいもち病の後期進展がかなりあり，また薬害

がなかったためか9PCMN粉剤散布区は増収していた。

ホウネンワセの稗長はPCMN粉剤散布区ではいずれ

の処理でも短かくなった。しかし穂長，穂数への影瀞は

なかった。

4黄変の品種間差異

試験方法病虫課の品種保存ほにおいて，それぞれ

の品種の穂孕期，穂揃期，穂揃7日後に共立ミゼットダ

スターにて10aあたりPCMN粉剤約5kgを散布し，薬

害調査は適時行なった。

試験結果凋査結果を第4表にまとめたが，供試

29品種中とくに顕著な黄変がみられた。品種は杜稲，

Tadukan,長香稲，石狩白毛（刈り取り適期以後に),

蕩支江で，ホウネンワセ，農林1号，関東51号，野鶏梗

Zenithなどがこれにつぎ，日本稲では概して早生の方

が薬害は激しかった。

第2表PCBA粉剤の散布鐙・散布回数と

薬害との関係
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た。なお試験区は1区制である。

試験結果結果は第2表のとおりである。これによ

れば,KBA粉剤散布の薬害は6kg三3kgであった。

また散布時期との関係は，はっきりしなかったが，穂揃

期三穂孕期の傾向があった。

3窒素施用量ならびにケイ酸石灰施用との関係

試験方法病虫課のいもち病発生予察田に硫安を窒

素成分量として10aあたり10kgおよび20kg施用し，そ

れにケイ酸石灰150kgの施用区と無施用区を組合せた。

品種はホウネンワセ（出穂期7月24日)，キンパ（同

8月11日)，マンリヨウ（同8月13日）でPCMN粉剤

を10aあたり4kg,共立ミゼットダスターにて穂孕期，

穂揃期，穂揃7日後の3回散布し，薬害調査は適時行な

ったっ生育調査は早生種で8月31日に行ない，収量は50

株あたりの精籾重を調査し，供試面積は，区15m2の，

区制である．早生種のほいもち病は少発生であったが，

10株のり病ほくび，枝梗数を調査し，次式によりほいも

ち病の被害度を算出した。

’×くびもち数十号×枝梗いもち数
被害度＝

調査株数

試験結果結果は第3表にまとめた。ホウネンワセの

薬害は，窒素施用通10kgの方が20kgよりも大きく，ま

たケイ酸石灰施用区は無施用区より大きかった。ホウネ
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’第4表PCMN粉剤による黄変の品質間差異
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第3表窒素施用量ならびにケイ酸石灰施用と

PCMN粉剤の薬害
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